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浜岡原子力発電所 3,4号機の地震対策の工事概要 

 
当社は、浜岡原子力発電所が想定東海地震の震源域内に位置することを踏まえ、建設

当初から余裕を持たせた耐震設計を実施するとともに、その後も自主的に耐震性を高め

るための工事を実施するなど、常に最新の知見を反映し安全性の向上に取り組んでいま

す。 

当社は、浜岡原子力発電所の地震対策について、内閣府の「南海トラフの巨大地震モ

デル検討会」の検討状況や新規制基準を踏まえて、具体的な工事計画の検討を進めてま

いりました。（平成 25 年 4 月 26 日 適時開示済み） 

このたび、3,4 号機の地震対策の工事計画を取りまとめたことから、この工事概要につ

いてお知らせします。 

１．改造工事用地震動の設定 

  内閣府の「南海トラフの巨大地震モデル検討会」が想定した強震断層モデル（以

下、内閣府モデル）は、最新の研究成果等をもとに、最大クラスの地震を想定した

ものであり、特に強い地震波を発生させる強震動生成域が不確実性も考慮のうえで

設定されています。 

  そこで、この内閣府モデルに基づく地震動（最大 1000 ガル程度）を踏まえ、「改

造工事用地震動（1200 ガル）」を設定しました。また、内閣府モデルに対し駿河湾

の地震で 5号機にみられた増幅を仮想的に反映した地震動（最大 1900 ガル程度）を

もとに「改造工事用増幅地震動（2000 ガル）」を設定しました。 

２．工事内容 

  耐震設計上重要な施設等(※)を対象に改造工事用地震動（1200 ガル）に対して工

事の要否を検討しました。その結果、配管・電路類サポート等について工事を実施

することとしました。また、敷地内の地震観測点の観測結果を踏まえ、5号機周辺の防

波壁や 4号機取水槽等については、改造工事用増幅地震動（2000ガル）を用いて工事

を実施することとしました。 

 

  ※ 原子炉本体およびその周辺配管、原子炉を止める・冷やす設備、放射性物質を閉じ込める設備、 

燃料設備、津波防護施設、浸水防止施設、重大事故等対処施設、これらに関わる電源・電気設備、 

これらを収納する建物・構築物 

  添付資料：浜岡原子力発電所 3,4 号機 地震対策の工事概要 

以 上 



浜岡原子力発電所 3,4 号機 地震対策の工事概要 
 

当社は、地震対策について、内閣府の検討状況や新規制基準を踏まえ、3～5号機の施設全般を対象に具体的な工事対象施設や設計の検討を進めてまいりました。（平成25年 4月 26日 適時開示済み） 

このたび、3,4 号機（共用施設含む）の地震対策について具体的な工事計画を取りまとめましたのでお知らせいたします。なお、5 号機については、引き続き具体的な工事計画の検討を進めて

まいります。 

１．改造工事用地震動の設定 

  内閣府の「南海トラフの巨大地震モデル検討会」が想定した強震断層モデル（以下、内

閣府モデル）に基づく地震動を踏まえ、改造工事用地震動を設定しました。 

  具体的には、内閣府モデルに基づく地震動（最大 1000 ガル程度）を踏まえ、この応答ス

ペクトルを上回るよう「改造工事用地震動（1200 ガル）」を設定しました。また、同様に内

閣府モデルに対し駿河湾の地震で 5 号機にみられた増幅を仮想的に反映した地震動（最大

1900 ガル程度）をもとに「改造工事用増幅地震動（2000 ガル）」を設定しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．工事内容 

 耐震設計上重要な施設等(※１)を対象に改造工事用地震動（1200 ガル）に対して工事の要否

を検討しました。その結果、配管・電路類サポート等について工事を実施することとしまし

た。また、敷地内の地震観測点の観測結果を踏まえ、5 号機周辺の防波壁や 4 号機取水槽等に

ついては、「改造工事用増幅地震動（2000ガル）」を用いて工事を実施することとしました。 

 具体的な工事内容は以下のとおりです。なお、原子炉建屋、圧力容器、格納容器などの主

要施設については、改造工事が必要ないことを確認しています（詳細は参考資料参照）。 

※１ 原子炉本体およびその周辺配管、原子炉を止める・冷やす設備、放射性物質を閉じ込める設備、燃料設備、津

波防護施設、浸水防止施設、重大事故等対処施設、これらに関わる電源・電気設備、これらを収納する建物・構築物 

 工事内容（詳細は添付資料別紙参照） 

3 号機 配管・電路類サポート改造工事 

4 号機 
配管・電路類サポート改造工事 

取水槽地盤改良工事 

共用施設 防波壁地盤改良工事 

敷地内斜面補強工事 
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応答スペクトル 

内閣府モデルに対し駿河湾の地震で 5 号機にみられた

増幅を仮想的に反映した地震動の代表波 

 

海底試掘トンネル 
観測点 

 

3,4 号機配管･電路類 
サポート改造工事 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

改造工事用地震動（1200 ガル）
を用いる工事 

改造工事用増幅地震動（2000 
ガル）を用いる工事 

 

 

顕著な増幅が見られない観測点 
 
顕著な増幅が見られた観測点 
（駿河湾の地震の到来方向のみ） 

4 号機 
原子炉 
建屋 

３号機 
原子炉 
建屋 

 

 

敷地内斜面補強工事 
(3,4 号機北側) 

4 号機取水槽 
地盤改良工事 

敷地内斜面 
補強工事 

(4 号機取水槽北側) 

防波壁地盤改良工事 

５号機溢水防止壁※２ 

４号機溢水防止壁※２ 

緊急時淡水貯槽※２ 

※２  ４,５号機溢水防止壁および緊急時淡水貯槽については「改造工事用増幅地震動（2000 ガル）」に対する耐震性を確保します。 

  

内閣府モデルに基づく地震動の代表波 
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内閣府モデルに対し駿河湾の 
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を仮想的に反映した地震動 

内閣府モデルに基づく地震動 



浜岡原子力発電所 3,4 号機の地震対策の工事内容 

 

    
 

  
     

 
  

     
 

  
 

    
 

  
 

    
 

  
 

    
 

  
     

 
  

     
 

  
 

    
 

  
 

    
 

  
 

    
 

  
     

 
  

     
 

  
 

    
   

 

  

 

 
 

   
     

  
  

  

    
   

  

 
 

  
 

   
 
  

  
  

 

 

 

 

 

  
 

  
     

 
    

 
 

 
 

   
 

   
 

  
 

 
   

  
  

 
 

 
   

       

  
 

  
 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

  

 
   

   

 

 
  

 

  

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 
 

  

      

 
 

 
 

   
 

   
 

  
 

 
   

  
  

 
 

 
  

       

 
 

 
   

 
  

   

      

 
 

 
 

   
 

   
 

  
 

 
   

  
  

 
 

 
  

       

 
 

 
   

 
  

    
 

 
   

 
  

   
 
 

 
   

 
  

   

 
 

 
   

 
  

   

 
 

 
   

 
  

   

 
 

 
   

 
 

 
 

 
   

 

     
 
 

   

 
 

 
   

 
  

   
 
 

 
   

 
  

   

 
 

 
   

 
  

   

      

 
 

 
 

   
 

   
 

  
 

 
   

  
  

 
 

 
  

       
    

 

 

 

 

 

 

 

  
 

   

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

  
 

 

  

 

 

 

      

 
 

 
 

   
 

   
 

  
 

 
   

  
  

 
 

 
  

       

 
 

 
   

 
  

   
 
 

 
   

 
  

   

 
 

 
   

 
  

   
 
 

 
   

 
  

   

 
 

 
   

 
  

    
 

 
   

 
  

   
 
 

 
  

  

 
   

 

       
 
  

   

 
 

 
   

  

 
   

 

       
  

   

 
 

 
   

 
  

   
 
 

 
   

 
  

   

 
 

 
  

 
 

 
   

 

     
  

 
  

   

 
 

 
  

  

 
   

 

       
 
  

   

 
 

 
  

 
 

 
   

 

     
  

 
  

   
 
 

 
  

  

 
   

 

       
 
  

   

 
 

 
  

 
   

 

          
   

  
 

 
 

 
   

 

     
   

       
 

 
 

 
   

 

     
   

       
 

 
 

 
   

 

     
   

     

  
 

 
 

 
   

 

     
   

     
 

  
 
 

 
   

 

     
     

   
 

  
 
 

 
   

 

     
     

   

 
  

 
 

 
   

 

     
     

   
 

 
 

 
 

 
   

 

     
     

   
 

  
 
 

 
   

 

     
     

   
 

  
 
 

 
   

 

     
     

   
 

 
 

  

 
   

 

          
    

  
  

 
   

 

          
   

 
 

 
 
 

 
   

 

     
     

   
 

  
 
 

 
   

 

     
     

   
 

 
 

  

 
   

 

          
   

 
 

 
  

 
   

 

          
   

 
  

 
 

 
   

 

     
     

   

      

 
 

 
 

   
 

   
 

 
 
 

 
   

 

     
 

 
 

 
   

  
  

 
 

 
  

       

 

   

 
 

 
  

 

  
 

 
 

 
   

 

        
       

 
  

 
   

 

        
     

  
 

 
 

 
   

 

     
   

     
  

 
  

 
   

 

        
     
  

 
 
 

 
   

 

        
       

 
 
 

 
   

 

     
   

     

  
 

 
 

 
   

 

     
   

     
 

 
 

  

 
   

 

          
   

 
      

   

 
  

 
 

 
   

 

          
   

  
 

  

 
   

 

        
     

 

  
 

 

 

 

 

 

 

   

 

   

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  
  

  
   

         
 

   

 

 

    

          

ガスタービン発電機 

3 号機 

4 号機 

5 号機 

緊急時淡水貯槽 

添付資料別紙 

電源ルート 

水源ルート 

≪敷地内斜面補強工事≫ 

高台に設置したガスタービン発電機から原子炉建屋間の電源ルート等

の位置する範囲（3,4 号機北側）および 4 号機取水槽北側の範囲につい

て、斜面補強、または斜面の高さを低くする工事を実施します。 

アンカー 

岩盤 

≪4 号機取水槽地盤改良工事≫ 

4 号機取水槽について、周囲の地盤改良工事を実施します。 

4 号機取水槽 断面図 

 

4 号機取水槽 平面図 

 

A 

 

A' 

 

B' 

 

B 

 

A 

 

沈砂池 

 

 ≪防波壁地盤改良工事≫ 

5 号機周辺の防波壁について、基礎の周囲の地盤改良工事を実施します。 

岩盤 

表層地盤 

≪斜面補強≫ 
鋼材（アンカー、ロック
ボルト）により斜面を
補強します。 

ロックボルト 

    ：地盤改良箇所     ：人工岩盤 

    ：岩盤              
(ｺﾝｸﾘｰﾄ) 

≪地盤改良≫ 
セメント系材料により地盤を
改良します。 

取水槽 

≪3,4 号機配管・電路類サポート改造工事≫ 

配管および電路類（ケーブルトレイ、電線管）のサポ

ートを補強または追加します。 

≪電路類サポート≫  

ケーブルトレイ 

電線管 

ケーブル 

サポート（補強） 

配管 

サポート（補強） 

サポート（既設） 

≪配管サポート≫   

サポート（既設） 

≪斜面頂部切り取り≫ 
斜面頂部の土石を撤去し、
斜面高さを低くします。 撤去 

A' 

 

B 

 

取水トンネル 

B' 

 

取水槽 

約 5m 
約 
6 

9 
m 

～ 

岩盤 

表層地盤 

約 5m 

≪地盤改良≫ 
セメント系材料により 
表層地盤を改良します。 



4 号機の主要な施設の耐震性評価結果 

 
同型式の 3,4 号機のうち、4号機を代表として改造工事用地震動（1200 ガル）に対して、

原子炉建屋、圧力容器、格納容器など主要な施設について改造工事が必要ないことを確

認しています。以下、具体的な評価結果を示します。 

 

【4号機 主要な施設の耐震性評価結果】 

（参考） 

【5号機 主要な施設の耐震性評価結果】 

 5 号機については、敷地内の地震観測点の観測結果を踏まえ、改造工事用増幅地震動

（2000 ガル）に対して、原子炉建屋、圧力容器、格納容器など主要な施設についての耐

震性を確認しています。今後、具体的な工事計画の検討を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

余熱除去ポンプ 

・評価部位：原動機取付ボルト 

・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定 

20 350 ○ 

 

炉心支持構造物 

・評価部位：炉心支持板 

・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定 

121 427 ○ 

 

・評価部位：シュラウドサポート 

・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定 

78 260 ○ 

 

5 号機原子炉建屋断面図 

原子炉格納容器 

・評価部位：コンクリート部 

・評価内容：せん断力（kN/mm） 

発生値 評価基準値 判定 

5.72 6.52 ○ 

 

・評価部位：ライナ部 

・評価内容：圧縮ひずみ（－） 

発生値 評価基準値 判定 

0.59×10-3 5.0×10-3 ○ 

 

制御棒 

・評価部位：挿入性 

・評価内容：変位（mm） 

発生値 評価基準値 判定 

26.3 40 ○ 

 

原子炉圧力容器 

・評価部位：胴板 

・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定 

177 320 ○ 

 

・評価部位：基礎ボルト 

・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定 

183 499 ○ 

 

原子炉建屋 

・評価部位：耐震壁 

・評価内容：せん断ひずみ（－） 

発生値 評価基準値 判定 

1.29×10-3 2.0×10-3 ○ 

 

余熱除去ポンプ 

・評価部位：原動機台取付ボルト 

・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定 

38 444 ○ 

 

原子炉圧力容器 

・評価部位：胴板 

・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定 

175 320 ○ 

 

・評価部位：基礎ボルト 

・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定 

95 499 ○ 

 

原子炉格納容器 

・評価部位：ドライウェル 

・評価内容：座屈（－） 

発生値 評価基準値 判定 

0.37 1 ○ 

 

・評価部位：ボックスサポート 

・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定 

314 343 ○ 

 

炉心支持構造物 

・評価部位：炉心支持板 

・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定 

117 427 ○ 

 

・評価部位：シュラウドサポート 

・評価内容：応力（MPa） 

発生値 評価基準値 判定 

284 501 ○ 

 

制御棒 

・評価部位：挿入性 

・評価内容：変位（mm） 

発生値 評価基準値 判定 

20.8 40 ○ 

 

4 号機原子炉建屋断面図 

原子炉建屋 

・評価部位：耐震壁 

・評価内容：せん断ひずみ（－） 

発生値 評価基準値 判定 

0.51×10-3 2.0×10-3 ○ 
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